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1.事業概要 

1.1 事業の概要 

福岡県遠賀川水系笹尾川に笹尾川水辺の楽校が整備されたことを契機に、水辺の楽校を活用す

るイベントとして、笹尾川水辺の楽校周辺の小学生を対象にカヌー、水生生物調査などの水辺体

験教室（夏秋）、水質調査等を実施する。これらの活動は、周辺地域の自治会関係者が主体とし

て行い、カヌー指導者安全講習会を実施するなど、周辺の住民だけで、川の体験を指導できる大

人たちを育てて実施する目的でスタートしたものである。 

近年においては、国土交通省遠賀川河川事務所、北九州市水道局水質試験所、北九州市立大学、

小学校、市民センター等協力を得て、地域だけでは出来ないような水質調査や水辺の調査等（い

きいき子供講座、みずしるべ）も行っており、更に、サケの放流大会やごみの分別調査等、遠賀

川流域の活動団体と連携しし、水辺の楽校での活動の幅が広がってきている。 

また、他に中学生対象事業としては、地元香月中学校美術部の協力を得て、隣接する芝谷橋橋

脚に壁画を制作、また、地元くすばし少年消防クラブの隊員を対象に水辺の活動の協力を得ると

同時に、水難・水防災の勉強会を実施す等、水辺の活動の応援参加を戴く。また、地元幼稚園児

対象にサケの稚魚の放流大会、地元住民を対象に水辺の賑わい創設として、ナイトリバーを実施

している。この事業は、遠賀川流域の連携活動の核となりつつある。 

特に、河川協力団体の一員として、遠賀川流域連携の事業に積極的に参加し、活動を行ってい

る。その他にも、河川敷の清掃、草刈りを行い、水辺環境の管理を行う。 

 

1.2 活動の目的 

笹尾川は、地域の重要な舟運水路の一部であったが、鉄道などの交通網の発達によって、その

存在が忘れられていた。河川は、子どもには危険な場所と認識が強く、親水空間としてほとんど

活用されていなかった。また、笹尾川は長い歴史を持つと共に北九州市の貴重な水道水源となっ

ており、その水源である水環境を保全するためには、周辺住民の川への関心を高め、水環境への

意識を持ち、一人一人がゴミを捨てない、水を大切にする等の行動していくことが求められてい

る。 

そこで、自然環境溢れる環境学習体験の場として、子ども達に水辺で遊ぶ機会を提供し川への

関心を高めるとともに、子ども達に教える機会を設けることで、教える側もあらためて、川や水

環境への関心を高め、川を自分たちの手ではぐくみ、守ろうという心を育てていくため、河川を

通じた地域連携である「水辺の楽校」の体験教室や、くすばし少年消防クラブとの協働事業やナ

イトリバーの実行委員会への地元の若手の参加を機に、水辺の楽校の指導者育成や若返りを行っ

ている。 

 

1.3 事業団体の概要 

平成１４年１月 国土交通省「水辺の楽校プロジェクト」に登録 

平成１４年   笹尾川水辺の楽校推進協議会を設立し、基本計画を策定 

平成１５年   施設整備着工に伴って、笹尾川水辺の楽校運営協議会に改称 

平成１６年７月 「笹尾川水辺の楽校」開校式を開催 
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平成２７年３月 「笹尾川水辺の楽校」１０周年を迎え、現在に至る。 

なお、北九州市八幡西自治区会連合会の役員、くすばし少年消防クラブ、周辺小中学校

の職員及びそのＰＴＡ等の関係者で会員を構成し、国土交通省遠賀川河川事務所、北九州

市もオブザーバーとして参加している。 

 

 昨年に引き続きコロナ感染防止の立場から、通常総会を中止し書面表決にて承認を受け、令和

4 年度の活動をスタートした。 

 

2.活動内容 

2.1 書面表決の結果 

表決の結果を図―1 に示す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 書面表決結果 
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2.2 年間活動概要 

 年間活動表を表-1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-1 年間活動表
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2.3 笹尾川水辺の楽校パンフレットの製作 

 水辺の楽校の紹介リーフレットを編集・発行(編集；吉井博幸氏)。 

 パンフレット A-3(A=5 仕上がり、Z 折加工) は、用紙、活動目的・沿革、周辺パップ、活動内

容の構成で製作 

 

 

 

図-2.3-1 パンフレット表紙 

 

 

図-2.3-1 パンフレット目的・沿革 

 

 

図-2.3-3 パンフレット周辺マップ 
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図-2.3-4 パンフレット活動内容 
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2.4 遠賀川流域リーダーサミット 

(1) 日時 6 月 4 日 9 時～ 

(2) 場所 中間市ハーモニーホール 

(3) 内容 

令和 3 年度の事業であったが、コロナの関係で年度を超えて、開始された。当会からは、

生き生き子ども講座から「みずしるべ」を発表。 

また、パネルディスカッションには、浦濱事務局長が登壇。 

【参加者；大人;17 名、子ども；4 名 合計；21 名】 

 

2.5 事務局会議 

(1)日時 7 月 1 日 10 時～ 

(2)場所 楠橋地域交流センター 

(3)内容 

コロナ禍により総会は書面表決を実施し

たため、コロナ感染の落ち着きをみて、事

務局会議を実施し、情報の共有を図った。 

 この会には、日ごろ指導を戴いている、

遠賀川河川事務所河川環境課、中間出張

所、北九州市水質試験所の担当者の出席を

戴いた。【参加者；37 名】 

 

2.6 ゴミの分別調査 

（1） 日時 7 月 1 日 13 時～14 時  

（2） 場所 笹尾川水辺の楽校  

（3） 内容                                                      

NPO 法人遠賀川流域住民の会と共催事業で、ごみの分別調査を実施した。 

【参加者；6名】 

 
写真-2.4-1「みずしるべ」発表 

 

写真-2.4-2 ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ浦濱事務局長 

 

写真-2.5-1 事務局会議 
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2.7 草刈り(会場整備) 

（1）日時 7 月 17 日 8 時～12 時  

(2) 場所 笹尾川水辺の楽校  

(3) 内容                                                      

夏のイベント開催に先立ち、会場および河川敷の除草作業を実施した。 

【参加者；23 名】 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真-2.6-1 ミーティング 

 
写真-2.6-2 採取ゴミの分別 

 

写真-2.5-4 マイクロプラスチック調査 

 
写真-2.5-3 グラフ 

 

写真-2.7-1 ミーティング 

 

写真-2.7-2 除草前 
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2.8 笹尾川サマーフェスタ 

（1） 日時 7 月 24 日 8 時～13 時 

（2） 場所水辺の楽校 

（3） 内容   【参加者；大人;67 名、子ども；32 名 合計；99 名】 

子ども食堂くすくす主催事業との共催。 

親子カヌー体験、川遊び安全のﾎﾟｲﾝﾄ、子ども縁日、カレー大会を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-2.7-3 草刈り 

 

写真-2.7-4 草刈り終了 

 

写真-2.8-1 ミーティング 

 

写真-2.8-2 開会式 

 

 

写真-2.8-3 親子カヌー体験 

 

写真-2.8-4 子ども縁日 

 



9 

 

2.9 いきいき子ども講座（みずしるべ） 

（1） 日時 7 月 31 日 8 時～ 

(2) 場所水辺の楽校 

（3）内容 【参加者；大人;61 名、子ども；21 名 合計；82 名】 

楠橋市民センター「いきいき子ども講座」主催事業で北九州市水質試験所、遠賀川河川

事務所の協力の下、「みずしるべ」実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-2.9-3 4 軸快適なみずべ 写真-2.9-4 5 軸地域とのつながり 

 

写真-2.9-5 測定結果-1 

0.0

1.0

2.0

3.0
1 自然なすがた

2 ゆたかな生き

もの

3 水のきれいさ4 快適な水辺

5 地域とのつな

がり

 
写真-2.9-6 測定結果-2 

 

0.0

1.0

2.0

3.0
1 自然なすがた

2 ゆたかな生き

もの

3 水のきれいさ4 快適な水辺

5 地域とのつな

がり

2021年

2022年

 

写真-2.9-1 2 軸ゆたかな生き物 

 

 

写真-2.9-2 3 軸水のきれいさ 
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2.10 橋脚壁画制作 

(1) 日時 7 月 1 日～9月 3 日 延べ 10 日 

(2) 場所水辺の楽校 

（3）内容 

   香月中学校美術部の協力を得て、イベント会場として利用している芝谷橋の橋脚に壁画を

制作。今年度で 7 作目。 

  【壁画テーマ；藤まつり】 

① 7 月 1 日 ケレン, 高圧洗浄、     ②7月 5 日 シゴキ 

③ 7 月 17 日 エマルジョン処理          ④7 月 25 日 壁画初日 下書き 

⑤ 7 月 26 日 着採 遠賀川河川事務所視察 ⑥7月 27 日 NHK テレビ取材 

⑦ 7 月 28 日 八幡西区役所視察      ⑧7月 29 日 5 日目 

⑧ 8 月 1 日 6 日目 仕上げ       ⑩9月 3 日 手直し 

⑪ 10 月 2 日 除幕式 読売新聞、Jcom テレビ取材 

  【参加者；大人;79 名、子ども；67 名 合計；148 名】 

 

 

 

 

 

写真-2.10-1 下地処理、ケレン 

 

 

写真-2.10-3 シゴキ 

 

 

写真-2.10-4 下地処理シーラー処理 

 

 

写真-2.10-5 エマルジョン処理 
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2.11 夏休みだ水辺で遊ぼう！ 

(1) 日時 8月 20 日 8：00～13：00 

(2) 場所水辺の楽校 

（3）内容 

  北九州市水質試験所、遠賀川河川事務所の協力を得て、八幡西区南部６の小学校に案内し、

水質試験、水生生物調査、カヌー体験を実施した。 

【参加者；大人;95 名、子ども；46名 合計；141 名】 

 

写真-2.10-6 初日下書き 

 

 
写真-2.9-7 3 日目 NHK 取材 

 

写真-2.10-8 10 月２日 吹奏楽部 

 

写真-2.10-9 10 月２日 除幕式 

 
写真-2.10-10 10 月２日 読売新聞記事 
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2.12 ゴミの分別調査 

(1) 日時 9 月 20 日 10 時～12 時 

(2) 場所水辺の楽校 

(3）内容 NPO 法人遠賀川流域住民の会との協働作業で、プラスチックごみの分別調査を行っ

た。【参加者；9 名】 

 

写真-2.11-1 ﾊﾟﾝﾌﾚﾄ(水質試験所制作) 

写真-2.11-2 ミーティング 

 

写真-2.11-3 開会式 

 
写真-2.11-4 水生生物調査 

 

 

写真-2.11-5 カヌー体験 
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写真-2.12-1 スタッフ 

 

写真-2.12-2 ゴミの分別 

 

 

写真-2.12-3 ゴミの分別-2 

 

写真-2.12-4 マイクロプラスチック採取 

 

 

写真-2.12-6 1mm 水師 

 

 

写真-2.12-5 グラフ 
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2.13 笹尾川水辺の楽校で遊ぼう！ 

(1) 日時 10 月 20 日 8 時～13 時 

(2) 場所水辺の楽校 

（3）内容 北九州市水質試験所、遠賀川河川事務所の協力を得て、八幡西区南部６の小学校に

案内し、水質試験、水生生物調査、カヌー体験を実施した。 

  【参加者；大人;95 名、子ども；35 名 合計；125 名】 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.14 ナイトリバー 

(1) 日時 10 月 29 日 18 時～20 時       

(2) 場所水辺の楽校 

 

写真-2.13-1 ﾊﾟﾝﾌﾚﾄ(水質試験所制作) 

 

写真-2.13-2 水質試験 

 

写真-2.13-3 水生生物調査 

 

写真-2.13-4 カヌー体験-1 

 

写真-2.13-5 カヌー体験-2 
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（3）内容 なかま川づきあい交流会の 5 団体に

よる共催事業として、「ナイトリバー2022in な

かま川づきあい交流会」【笹尾川会場】を開催

した。 

 開催に当たっては、7 月 21 日に実行委員会を

立ち上げ、開催まで5回の実行委員会を経て、

開催にこぎつけた。 

また、今回から、会場設営や当日の準備、

ドローン撮影、車の誘導等、地元企業2社の全

面的な協力を頂いた。【参加者；実行委員会 

   延べ81名 当日 1,085名】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-2.14-1 ポスター(吉井氏制作)  

写真-2.14-2 第 4 回実行委員会 

 

写真-2.14-5 前日準備-2 

 

写真-2.14-4 前日準備-2 

 

 
写真-2.14-3 牛乳パック出品者 

 
写真-2.14-6 当日準備-1 
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写真-2.14-7 点灯式 

 

写真-2.14-8 テーマ「出会い」 

 

写真-2.14-11 イルミネーション 

 

写真-2.14-10 縁日 写真-2.14-9 ナイトリバーズ 

 

写真-2.14-12 会場風景 

 

写真-2.14-13 ドローン空撮 

 

写真-2.14-34 フィナーレ「遠賀川合唱」 
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2.15 被災地研修旅行 

(1) 日時 11 月 26 日 8 時～17 時 

(2) 場所東峰村災害伝承館 

（3）内容  【参加者；大人 13 名 子ども 11 名 合計 24 名】 

  水防災の研修を目的に、 

① 東峰村災害伝承館を訪問し、「平成 29 年 7 月九州北部豪雨」の実態、普及状況、今後の

対策等について、 

② 筑後川防災施設くるめウスを訪問し、同施設の見学と特別展示会の「昭和 28年筑後川大

水害の実態について」研修を行った。    

 

 

 
写真-2.15-1 東峰村災害伝承館 

 

写真-2.15-3 説明-1 

 
写真-2.15-2 東峰村白井、阿波氏 

 

写真-2.15-4 伝承館前で 

 
写真-2.15-5 写真展-1 

 

写真-2.15-8 くるめウスの前で 
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2.16 第 19 回ふくおかみずもり自慢 in 北九州  

(1) 日時 12 月 4 日 9 時～17 時 

(2) 場所黒崎ひびしんホール 

（3）内容 ナイトリバー実行委員会の活動内

容について」と題して、実行委員会の若手

女性軍 4名が発表。【参加者；大人 7名 子

ども 3 名 合計 10 名】 

 

2.17 流域水防災勉強会(南部自治連合会) 

(1) 日時 1 月 17 日 18 時 40 分～19 時分 

(2) 場所香月市民センター 多目的ホール 

（3）内容  

   黒川・笹尾川流域の自治区会 20 団体が所

属する「八幡西区南部自治連合会に出向

き、防災情報課から、「水害に備えて」と

題して、流域治水の講演をいただいた。特

に、水辺の楽校が取り組んでいる【黒川・

笹尾川流域水防災ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ】の核になる

自治区会との交流の一歩とした。 【参加者；大人 27 名 合計 27 名】 

 

2.18 河川協力団体講習会(リモート講習会)  

(1) 日時 1 月 31 日 13 時 30 分～16 時 

(2) 場所楠橋地域交流センター 

（3）内容  

   九州河川協力団主催リモート講習会に参

加した。 

内容は、流域治水に特化したテーマ

で、九州地方整備局今井課長補佐と熊本

大学石田准教授の講演があった。 

【参加者；大人 8 名 合計 8 名】  

    

2.19 竹炭浄化試験盛替え＆貝類の棲息調査 

(1) 日時 2 月 2 日 9 時 00 分～11 時 00 分 

(2) 場所笹尾川水辺の楽校 

（3）内容  

   令和 4 年 3 月 11 日に浸漬した竹炭の盛替

えを行い、竹炭篭の中の貝類の棲息調査を

行った。【参加者；大人 16 名 合計 16 名】 

 
写真-2.16-1 発表 

 

写真-2.17-1 

 講演-2 

 
写真-2.18-1 講習会リモート 

 

写真-2.19-5 盛替え後の竹炭 
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2.20 ホタルの幼虫の放流大会 

(1) 日時 2 月 2 日 11 時 00 分～11 時 30 分 

(2) 場所笹尾川水辺の楽校 クリーク 

（3）内容  

   竹炭の盛替え後、昨年 5月 26日黒川で

親ボタルを採取し、姉妹団体香月黒川ほた

る館でホタルの産卵、ふ化、幼虫の飼育を

していただいて、 

本日、約 180 匹の幼虫を放流した。 

【参加者；大人 16 名 合計 16 名】 

  

2.21 サケの放流大会                        

(1) 日時 3 月 9 日 10 時 00 分～11 時 30 分 

(2) 場所笹尾川水辺の楽校  

（3）内容  

   水辺の楽校開校 10 周年記念事業として、近隣の幼・保育

園の未就学児対象事業として発足した事業です。新型コロ

ナ感染対策で 4 年振りの開催です 

今回の「サケの放流大会」は、笹尾川楽校の紹介と併せ

て、「北九州市消防音楽隊」の演舞を楽しんでいただく機

会を提供する。 

また、遠賀川は、サケの遡上の南限の川であり、「遠賀川

源流サケの会」の協力により、源流で飼育された稚魚約

3,000 尾を放流し、4 年後の遡上を楽しみに放流を実施し

ています。 

【参加者；子ども；200 名 大人 99 名 合計 299 名】 

 

以上 

 
写真-2.20-1 ホタル幼虫の放流 

 

写真-2.21-1 パンフレット 

 

写真-2.21-2 消防音楽隊  
写真-2-21-3 西日本新聞 
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２．川づくり団体部門                                    ［実施箇所位置図］ 

助成番号 助成事業名 所属・助成事業者氏名 

2022-6113-003 

水辺の体験教室開催と人材の育成及びス

タッフの若返り対策 

 

笹尾川水辺の楽校運営協議会 

 会長  松尾 一四 
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主な実施箇所   遠賀川笹尾川 1k700 付近（北九州市八幡西区楠橋） 
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延べ参加人数 一般 1,903名 スタッフ・事務局 464名 

マスコミ等の反響 
橋脚壁画；NHK,JCOM,読売新聞 

サケの放流大会；TNC,KBC,西日本新聞 

笹尾川水辺の楽校 




